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Rem
.

(m×n ) 行列 A に 対 して pref は 一意的
。
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肉非斉次な連立一次方程式mww
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定理

h -rank(A )- 自由に 動ける変数

の個係拡下行
の

D

連立一次方程式の = 解空間 の 次元く )
変の個

×
っTa. ～a

β 直線→ ス 元

平面 ～>

2ス元

⑧

点 → 0R元 次元の 定義 は 線形代数 2 で
扱う



《行列式 》

⑨ 2次正方行列 の 行列式*
determinant

.

行列 A = @( ) の行列式⑨
detA : = ad - be ε lR とう 「 値のことと

( detA = (Alとかこともある

⑨ 幾何学意味

2 つのベットル ( q )
.
( d ) が 張る 平行四辺形

の
「符号付き 面積

、

*! fq ,“バs ≈

(台最時計 回 り 時計回 りり

detA = S detA = - S



, 3次正方行列 の 行列式

A = 1 ) に 対 して
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⑨幾何的意味
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